
 

学校番号 3016 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 2 年次 3 

使用教科

書 

「高等学校現代文Ｂ 改訂版」（三省堂） 

副教材等 「ちくま評論選」（筑摩書房）「現代文キーワード読解」（Ｚ会）他 

１ 担当者からのメッセージ 

・正確に読み解き、深く思考し、的確に表現する力を完成させましょう。相当な時間と、精神

的エネルギーを注入しないと、｢現代文｣で扱う内容を捉える力は養われません。覚悟して下さ

い。 

・あらゆる知識を総動員する必要があります。感覚、ではどうにもならない。教科枠を超えた

広くかつ深い学びが、現代文の力として集約されます。やがてこのことを痛感するでしょう。 

・書けないと、どうにもなりません。何度も書き、書かれたものを読まれる経験を繰り返すし

か、書けるようにはならない。粘り強くやっていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

・文章を読んで、構成、展開、要旨などを的確にとらえ、その論理性を評価できる。 

・文章を読んで、書き手の意図や、人物、情景、心情の描写などを的確にとらえ、表現を味わうことができる。 

・批評することを通して、人間、社会、自然などについて自分の考えを深めたり発展させたりすることができ

る。 

・収集した様々な情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表現することができる。 

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊かにするとともに、文体や修辞などの表現上の特色をとらえ、

自分の表現や推敲に役立てることができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能力 

 

c:書く能力 

 

d:読む能力 

 

e:知識・理解 

 

観

点

の

趣

旨 

 

 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化に

対する関心を深め、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

する。 

目的や場に応じて効

果的に話し、的確に

聞き取ったり、話し

合ったりして、自分

の考えを深め、発展

させている。 

 

必要な情報を用い、

相手や目的、課題に

応じた適切な表現

による文章を書き、

自分の考えを深め、

発展させている。 

 

近代以降の文章を的

確に読み取ったり、

目的に応じて幅広く

読んだりして、自分

の考えを深め、発展

させている。 

 

言語文化及び言葉の

特徴やきまりなどに

ついての理解を深

め、知識を身に付け

ている。 

 

 

主

た

る

評

価

方

法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

 

 

 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

 

 

 

記述の確認及び

分析 

（ ワ ー ク シ ー

ト、原稿用紙） 

 

 

 

記述の確認及び

分析（ワークシー

ト） 

定期考査 

 

 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワーク

シート等） 

定期考査 

小テスト 

 



 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学期 

 

 

 

単 

元

名 

 

学習内容 

 

 

 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 

 

 

 

評価方法 

 

 

 

a 

態

度 

b 

話

す 

c 

書 

く 

d 

読

む 

e 

知

識 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 

論

の

内

容

を

理

解

す

る

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

教材： 

現代評論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

b: 話したり聞いたり話し合った

りしたことの内容や表現の仕方

について自己評価や相互評価を

行い、ものの見方、感じ方、考

え方を豊かにしている。 

c: 自分の考えが、確実な根拠に支

えられ、前後矛盾することなく

論理的に展開している文章を書

いている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ： 

行動の観察及び

記述の点検 

 

ｃ、ｄ、ｅ： 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 

説

の

内

容

を

理

解

す

る

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

教材： 

現代小説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

b: 話したり聞いたり話し合った

りしたことの内容や表現の仕方

について自己評価や相互評価を

行い、ものの見方、感じ方、考

え方を豊かにしている。 

c: 自分の考えが、確実な根拠に支

えられ、前後矛盾することなく

論理的に展開している文章を書

いている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ： 

行動の観察及び

記述の点検 

 

ｃ、ｄ、ｅ： 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期 

 

 

 

 

 

 

評 

論

の

内

容

を

理

教材： 

現代評論文 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a: 考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

b: 話したり聞いたり話し合った

りしたことの内容や表現の仕方に

ついて自己評価や相互評価を行

い、ものの見方、感じ方、考え方

ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ： 

行動の観察及び

記述の点検 

 

ｃ、ｄ、ｅ： 

定期考査 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解

す

る

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を豊かにしている。 

c: 自分の考えが、確実な根拠に支

えられ、前後矛盾することなく論

理的に展開している文章を書いて

いる。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確にと

らえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 

説

の

内

容

を

理

解

す

る

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

教材： 

近代小説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確にと

らえようとしている。 

b: 話したり聞いたり話し合った

りしたことの内容や表現の仕方に

ついて自己評価や相互評価を行

い、ものの見方、感じ方、考え方

を豊かにしている。 

c: 自分の考えが、確実な根拠に支

えられ、前後矛盾することなく論

理的に展開している文章を書いて

いる。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確にと

らえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ： 

行動の観察及び

記述の点検 

 

ｃ、ｄ、ｅ： 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評

論 

や 

小 

説

の

内

容

を

表

現

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材： 

近代小説 

近代評論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 優れた表現に接してその条件

を考えたり、書いた文章について

自己評価や相互評価を行ったりし

て、自分の表現に役立てるととも

に、ものの見方、感じ方、考え方

を豊かにしようとしている。 

b: 話したり聞いたり話し合った

りしたことの内容や表現の仕方に

ついて自己評価や相互評価を行

い、ものの見方、感じ方、考え方

を豊かにしている。 

c: : 優れた表現に接してその条件

を考えたり、書いた文章について

自己評価や相互評価を行ったりし

て、自分の表現に役立てるととも

に、ものの見方、感じ方、考え方

を豊かにしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確にと

らえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ： 

行動の観察及び

記述の点検 

 

ｃ、ｄ、ｅ： 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 



※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


